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Ⅰ．調査結果の概要 

柏崎刈羽原子力発電所の運転に伴う環境調査の一環として、発電所の周辺海

域における水温、流況、水質、底質および海生生物の調査を実施した。 

平成 30 年度は全号機が定期検査のため、温排水が排出されない状況で調査

を実施した。 

平成 30 年度の調査結果の概要は次のとおりである。 

 

１．水 温 

通年調査定点における平成30年度の海面下2.5ｍおよび5.0ｍの月平均水

温の最高値は、8 月にそれぞれ 27.5℃、27.4℃であり、過去（平成 25 年度

～平成 29 年度）の月平均水温の最高値と比較すると、同程度の値を示した。 

一方、月平均水温の最低値は、2月にそれぞれ 10.4℃、10.6℃であり、過

去の月平均水温の最低値と比較すると、やや高い値を示した。 

各月の月平均水温を過去の月平均水温と比較すると、海面下 2.5ｍでは 7、

11～12、2～3 月にやや高い値、4～6、8～10、1 月に同程度の値を示し、海

面下 5.0ｍでは 11～12、2～3 月にやや高い値、4～10、1 月に同程度の値を

示した。 

平成 30 年度の各水温調査日における発電所の運転状況および温排水水平

分布調査結果は表-1 のとおりであり、発電所は停止中であり全季において

温排水と思われる上昇域は確認されなかった。 

 

表－１ 運転状況および温排水水平分布調査結果 

調査時期 
発電所運転状況 温排水水平分布調査結果

南放水口1) 北放水口1) 検査中 1) 分布方向 2) 範囲(km)2)

春季(H30. 5.16) － － 1～7 － － 

夏季(H30. 8.22) － － 1～7 － － 

秋季(H30.11.07) － － 1～7 － － 

冬季(H31. 3.18) － － 1～7 － － 

1) 数字は発電所の号機名を示す。 

2) 南放水口からの最大到達地点の方向および距離を示す。 
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２．流 況 

流向の調査結果は、一年を通してほぼ海岸線に平行な北～北東流が卓越し

た。 

流速の調査結果は、通年調査および季節別調査ともに 0～40 ㎝/sec の出

現頻度が高かった。 

これら流況の調査結果は、過去の調査結果と同様の傾向を示した。 

 

３．水 質 

水質の調査結果は、外洋に面した沿岸域でごく普通に見られる値を示した。 

これら水質の調査結果は、過去の調査結果と同様な水質を維持していた。 

 

４．底 質 

底質の調査結果は、COD、全硫化物および強熱減量の測定値は概ね低く、

粒度組成は全体として細砂が多く、次いで中砂、シルトの順となった。 

これら底質の調査結果は、過去の調査結果と同様の傾向であり、細砂を主

体とした有機質の少ない底質を維持していた。 

 

５．海生生物 

   (１) プランクトン 

植物プランクトンは、平均細胞数が 56,554～241,852 細胞/ℓであり、

Nitzschia pungens、Skeletonema costatum、Leptocylindrus danicus 等

161 種類が確認されており、珪藻類の占める割合が多かった。 

動物プランクトンは、平均個体数が 19.0～28.5 個体/ℓであり、COPEPODA 

nauplius、OIKOPLEURIDAE、ONCAEIDAE copepodid、Paracalanus parvus 

copepodid 等 113 種類が確認されており、かいあし類の占める割合が多か

った。 

平均沈澱量は 6.5～99.3mℓ/ｍ3であった。 

 

   (２) 卵・稚仔 

卵は、平均個体数が 159～74,445 個体/1,000ｍ3であり、単脂球不明卵、

スズキ、カタクチイワシ、シロギス等 19 種類が確認された。 

稚仔は、平均個体数が 66～929 個体/1,000ｍ3であり、カサゴ、タラ科、

シロギス等 30 種類が確認された。 

 

   (３) 付着生物 

発電所防波堤の付着植物は、平均湿重量が 287～3,006ｇ/ｍ2 であり、

ワカメ、ピリヒバ、フダラク等 63 種類が確認された。 

発電所防波堤の付着動物は、平均個体数が 11,932～30,314 個体/ｍ2で

あり、オオアカフジツボ、カマキリヨコエビ等 145 種類が確認された。 

観音岬の付着植物は、平均湿重量が 265～3,183ｇ/ｍ2 であり、イソモ

ク、ヘリトリカニノテ、ピリヒバ等 72 種類が確認された。 
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   (４) 底生動物 

底生動物は、平均個体数が 394～528 個体/ｍ2であり、ヒメカノコアサ

リ、フサゴカイ科、Euchone sp.等 132 種類が確認された。 

 

以上のとおり、これらの海生生物は、日本海沿岸域でごく普通に見られる

ものであり、また、出現種および出現量については調査時期により変動して

いるが、その出現傾向に特異性はなく、過去の調査結果と同様の傾向を示し

た。 
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Ⅱ．発電所施設の概要 

１．所在地 

新潟県柏崎市および刈羽郡刈羽村（図-1） 

 

２．設備の概要 

設備の概要は表-2 のとおりである。 

また、設備の配置を図-2 に示す。 

 

３．取水方式 

1～4 号機は南防波堤内側の取水口から、また 5～7 号機は北防波堤内側の

取水口から、それぞれ流速約 0.2ｍ/sec で冷却水を取水する。 

なお、取水口にはカーテンウォールを設置し、冷却水を東京湾平均海面

-8.0～-13.0ｍの下層から取水する。 

 

４．放水方式 

1～4 号機は南防波堤外側の南放水口に設置した消波堤から、また 5～7号

機は北防波堤外側の北放水口に設置した消波堤から、それぞれ流速約 0.7ｍ

/sec で海岸線と直角の方向に温排水を表層放流する。 

 

表－２ 設備の概要 

号機 No. 
発電出力 

(万 kW) 

設計冷却水量

(ｍ3/sec) 

復水器設計 

水温上昇値(℃)
運 転 開 始 

１ 110 以上 78 ７ 
昭和 60 年 9 月 18 日

(平成16年 4月15日)

２ 110 以上 78 ７ 
平成 2 年 9 月 28 日 

(平成 14年 5月 7日)

３ 110 以上 78 ７ 
平成 5 年 8 月 11 日 

(平成16年 4月27日)

４ 110 以上 78 ７ 
平成 6 年 8 月 11 日 

(平成15年 7月31日)

５ 110 以上 78 ７ 
平成 2 年 4 月 10 日 

(平成 14年 5月 7日)

６ 135.6 以上 92 ７ 
平成 8 年 11 月 7 日 

(平成 15年 7月 4日)

７ 135.6 以上 92 ７ 
平成 9 年 7 月 2 日 

(平成14年 8月16日)

注)設計冷却水量には補機冷却水用として、1～5 号機は１機当たり 2ｍ3/sec、6,7 号機は１機当たり 3

ｍ3/sec を含む。 

運転開始欄の（ ）内の日付は、定格熱出力一定運転の開始日を示す。 

 

  



- 5 - 

 
 

図－１ 発電所位置 

 

 
 

図－２ 設備の配置図 
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Ⅲ．調査実施機関 

東京電力ホールディングス株式会社 柏崎刈羽原子力発電所 

 

Ⅳ．調査方法 

１．調査項目および調査定点 

平成 30 年度の調査項目および調査時期を表-3、4 に、調査定点を図-3、4

に示す。 

 

表－３ 調査項目および調査時期（水温流況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４ 調査項目および調査時期（水質、底質、海生生物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

水温，塩分，pH，DO，

COD，SS，透明度，

栄養塩類(PO４-P，NO３-N，

NO２-N，NH４-N）

COD，全硫化物，

強熱減量，粒度組成

動・植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

主要出現状況，

沈澱量

（発電所防波堤）

植物：出現種，湿重量

動物：出現種，個体数

（観音岬）

植物：出現種，湿重量

底生動物 出現種，個体数 9点 ○ ○ ○ ○ 4

調査内容調査項目

水質

底質

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

卵・稚子

付着生物

14点
2～3層

(表，中，底層)

9点

14点
植物：2～3層
動物：1～2層

9点
1～2層

(表，10ｍ層)

5点

1点

出現種，個体数

調査定点数
および調査範囲

調査時期（月）
回/年

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 4

4

4

4

4

4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1点

2層

(海面下2.5ｍ,5.0ｍ)

水温分布 温排水拡散域 ○ ○ ○ ○ 4

1点(海面下2.5ｍ) 通年

5点(海面下2.5ｍ) ○ ○ ○ ○ 4
流向・流速流況

通年

調査時期（月）
調査項目 調査内容

定点連続水温
水温

調査定点数
および調査範囲

回/年
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図－３ 調査定点（水温、流況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 調査定点（水質、底質、海生生物） 
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平面位置図（1～4号機） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面位置図（5～7号機） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面位置図 

図－５ 取放水口温度測定位置 

南放水口 

北放水口 

放水口 

放水口温度測定位置取水口温度測定位置 

復水器

循環水ポンプ 

低圧蒸気タービン 

取水口 放水口背面ピット 

スクリーン 

取水口温度は、スクリーン6門×2層=12データ（最大）の平均値

放水口温度は、放水路2系統×1層=2データ（最大）の平均値 
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２．調査方法 

   (１) 水 温 

     a. 定点連続水温 

図-3 に示した通年調査定点において、サーミスター水温計（JFE アドバ

ンテック㈱、INFINITY-CT）を用いて海面下 2.5ｍおよび 5.0ｍの水温の通

年調査を行った。 

     b. 水温分布 

周辺海域において、汀線平行方向に 10 測線を設定し、調査船に取り付

けた多層曳航式水温計（JFE アドバンテック㈱，A7CT-ADL）を用いて調査

を行った。水温分布の調査にあたっては、調査時の気象（天候、雲量、気

温、湿度、日射量、風向、風速）、海象（潮位、波高、波向）および発電

所運転状況（出力、冷却水量、取放水口温度（図-5 参照））について把握

した。 

   (２) 流 況 

図-3 に示した通年調査定点において、自記式流向流速計（JFE アドバン

テック㈱、INFINITY-EM）を用いて調査を行った。また、同図に示した 5

定点において、自記式流向流速計（JFE アドバンテック㈱、INFINITY-EM）

を用いて、各季節に海面下 2.5ｍでの流況の 15 日間連続調査を行った。 

   (３) 水 質 

図-4 に示した 14定点において、各季節にバンドーン採水器（採水量:6）

および北原式採水器（採水量:1）を用いて採水し、表-5 に示す方法によ

り分析を行った。水温は可搬型水温塩分計（JFEアドバンテック㈱、RINKO）

を、透明度はセッキー透明度板を用いて、現場にて測定した。採水は、原

則として表層（海面下 0.5ｍ）、中層（10ｍまたは 1/2 の水深）、底層（20

ｍまたは海底上 1ｍ）の 3 層で、離岸 1km 未満の測点（水深約 10ｍ程度）

については表層と底層の 2層で行った。 

   (４) 底 質 

図-4 に示した 9 定点において、各季節にスミスマッキンタイヤ型採泥

器（採取面積:1/20ｍ2）を用いて採泥し、表-5 に示す方法により分析を行

った。 

   (５) プランクトン 

図-4 に示した 14 定点において、各季節に植物プランクトンはバンドー

ン採水器（採水量:6）を用いた採水法により、動物プランクトンおよび

沈澱量は北原式定量ネット（口径 23.5 ㎝、全長 80 ㎝、網目幅 0.1 ㎜）を

用いたネット法により採集した。試料を 10％中性ホルマリンで固定後、

種の同定、計数および沈澱量の測定を行った。 

採集は、植物プランクトンは表層（海面下 0.5ｍ）、中層（10ｍまたは

1/2 の水深）、底層（20ｍまたは海底上 1ｍ）の 2～3 層、沈澱量および動

物プランクトンは海面下 5→0ｍ、10→5ｍの 1～2層について行った。 
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   (６) 卵・稚仔 

図-4 に示した 9定点において、各季節に MTD 型ネット（口径 56 ㎝、全

長 200 ㎝、網目幅 0.33 ㎜、濾水計付き）を用いて、5分間、曳網速度約 2

ノットの水平曳により採集した。試料を 10％中性ホルマリンで固定後、

種の同定、個体数の計数を行った。採集は、海面下 0ｍ層、10ｍ層の 1～2

層について行った。 

   (７) 付着生物 

発電所防波堤では、図-4 に示した 5 定点の海水面付近において、各季

節に方形枠（50 ㎝×50 ㎝）を用いて、枠内の植物および動物を採集した。

試料を 10％中性ホルマリンで固定後、種の同定、湿重量の測定（植物）

および個体数の計数（動物）を行った。 

観音岬では、図-4 に示した 1定点の 3水深（水深 1ｍ地点、水深 2ｍ地

点、水深 5ｍ地点）において、各季節に方形枠（1ｍ×1ｍ）を用いて、枠

内の植物を採集した。試料を 10％中性ホルマリンで固定後、種の同定、

湿重量の測定を行った。 

   (８) 底生動物 

図-4 に示した 9 定点において、各季節にスミスマッキンタイヤ型採泥

器（採取面積:1/20ｍ2）を用いて 1 定点当たり 3 回採取し、1 ㎜目のフル

イにかけてフルイ上に残った生物を採集した。試料を 10％中性ホルマリ

ンで固定後、種の同定、個体数の計数を行った。 

 

  



- 11 - 

表－５ 水質、底質分析方法 

 

 

定量限界値

水温 JIS K 0102-2016 7.2 ガラス製棒状温度計(JIS B 7411) －

による現場測定法

塩分 海洋観測指針 1999 5.3 サリノメータによる測定 －

透明度 海洋観測指針 1999 3.2 セッキー板による現場測定 －

ｐＨ JIS K 0102-2016 12.1 ガラス電極法 －

ＤＯ JIS K 0102-2016 32.1 よう素滴定法 0.1mg/ℓ

ＣＯＤ（Ｍn） JIS K 0102-2016 17 100℃における過マンガン酸カリウムに 0.1mg/ℓ

（酸性法） よる酸素消費量

ＣＯＤ（ＯＨ） JIS K 0102-2016 19 アルカリ性過マンガン酸カリウムによ 0.1mg/ℓ

（ｱﾙｶﾘ性法） る酸素消費量

ＳＳ JIS K 0102-2016 14.1 ガラス繊維ろ紙法 1mg/ℓ

ＰＯ４－Ｐ 海洋観測指針 1999 5.5.2.1 モリブデン青（アスコルビン酸還元） 0.07μmol/ℓ

吸光光度法

ＮＯ３－Ｎ 海洋観測指針 1999 5.5.2.3 銅・カドミウム還元、 0.07μmol/ℓ

ナフチルエチレンジアミン吸光光度法

ＮＯ２－Ｎ 海洋観測指針 1999 5.5.2.4 ナフチルエチレンジアミン吸光光度法 0.07μmol/ℓ

ＮＨ４－Ｎ 海洋観測指針 1990 8.8.2.4 インドフェノール青吸光光度法 0.21μmol/ℓ

ＣＯＤ 平成24年環水大水発 過マンガン酸カリウムによる酸素消費量 0.1mg/ｇ乾泥

第120725002号Ⅱ.4.7

全硫化物 平成24年環水大水発 よう素滴定法 0.001mg/ｇ乾泥

第120725002号Ⅱ.4.6

強熱減量 水質汚濁調査指針 1980 5.4 電気炉法（800℃，２時間加熱） 0.1%

粒度組成 JIS A 1204-2009 土の粒度試験方法 －

（ふるい分析）（泥分（シルト）の

多い試料については沈降分析併用）

項   目 分　　　　　析　　　　　方　　　　　法

水

　

　

　

　

　

　

　

質

底

　

　

　

　

質
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Ⅴ．調査結果 

１．水 温 

   (１) 定点連続水温 

通年調査定点における海面下 2.5ｍおよび 5.0ｍの水温調査結果を図-6

に、歴年（昭和 58 年度～平成 29 年度）の平均水温および過去（平成 25

年度～平成 29 年度）の平均水温との比較結果を図-7、8 に示す。 

月平均水温の最高値は、8月にそれぞれ 27.5℃、27.4℃であり、過去の

月平均水温の最高値と比較すると、同程度の値を示した。一方、月平均水 

温の最低値は、2月にそれぞれ 10.4℃、10.6℃であり、過去の月平均水温

の最低値と比較すると、やや高い値を示した。 

年間を通した水温の最高値は、7 月にそれぞれ 29.7℃、29.0℃であり、

最低値は、海面下 2.5ｍでは 1 月に 9.0℃、海面下 5.0ｍでは 2月に 9.2℃

であった。 

各月の月平均水温を過去の月平均水温と比較すると、海面下 2.5ｍでは

7、11～12、2～3月にやや高い値、4～6、8～10、1 月に同程度の値を示し、

海面下 5.0ｍでは 11～12、2～3 月にやや高い値、4～10、1 月に同程度の

値を示した。 

また、歴年の月平均水温と比較すると、海面下 2.5ｍでは 7、11、3 月

にやや高い値、4～6、8、10、12～2 月に同程度の値、9月にやや低い値を

示し、海面下 5.0ｍでは 4～8、11～12、2～3月にやや高い値、10、1 月に

同程度の値、9月にやや低い値を示した。 

   (２) 水温分布 

四季それぞれの温排水水平分布調査結果における海面下 0.3ｍおよび

1.0ｍ層の水温水平分布を図-9 に示す。なお、図には南・北放水口から拡

散パタ－ンの流軸と想定される線上付近それぞれ 4 点の水温鉛直分布と

水温調査時の諸状況（気象、海象、発電所運転状況）を併せて示す。 

発電所の温排水について、1、2、3 号機および 4 号機は南放水口から、

5、6 号機および 7号機は北放水口から放水される。 

春季、夏季、秋季、冬季いずれも 1～7 号機が定期検査中であり、温排

水と思われる水温上昇域（周辺の海水温より 1℃以上高い範囲）の水平分

布は確認されなかった。 
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２．流 況 

通年調査定点における流況の調査結果を図-10、11 に、季節別調査 5定点

における流況の調査結果を図-12、13 に示す。また、図-10、11 に平成 16 年

度～平成 29 年度の平均流況ならびに平成 25 年度～平成 29 年度の平均流況

を併せて示す。 

通年調査定点における流向の調査結果は、一年を通してほぼ海岸線に平行

な北～北東流が卓越した。流速の調査結果は、0～40 ㎝/sec の出現頻度が高

かった。 

また、季節別調査定点における流向の調査結果は、概ねほぼ海岸線に平行

な北北東～東北東流が卓越した。流速の調査結果は、春季および冬季の調査

結果において高流速の出現頻度が一部高かったものの、概ね 0～40 ㎝/sec

の出現頻度が高かった。 
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